
本単元「調べ方と整理の仕方」 

既習内容 

 

 

※なお，本校では，上記の資質・能力を児童及び教諭間で共有するために，次の名称を用いている。 

自分事の問い追究力（探究力），かんがえ力（論理的思考力），ふりかえり力（メタ認知力） 

みんなと解決したい気持ち（協働，合意形成意欲），するどい目（本質を志向する価値観） 

１ 算数数学観・単元観 

( 1 ) 本単元の学習の本質と児童のこれまでの学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の本質 

  日常の問題を数学的に処理し，解釈することで日常の問題をよりよく解決する。 

○ 「数量関係」領域の本質 

  日常の様々な事象について，目的に応じて資料を集めたり，その資料を分類整理したりすることで，その特徴や傾

向を理解し，日常の問題解決に活かす。 

○ 次の学習へのつながり「場合を順序よく整理して」学習指導要領６年内容 D数量関係 
算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解  

いろいろな場合を調べ

るのに，観点をきめた

り，図や表を工夫した

りして順序よく整理し

て調べようとする。 

組み合わせや並べ方

を順序よく整理して，

落ちや重なりのない

ように調べる方法を

考えることができる。 

組み合わせや並べ方を

順序よく整理して，落

ちや重なりのないよう

に調べることができ

る。 

組み合わせや並べ方を順序よ

く整理して，落ちや重なりの

ないように調べるためには，

観点をきめたり，図や表を工

夫したりして調べればよいこ

とを知る。 

 

算数 第４学年 神石高原町立三和小学校 指導者 古本あずさ 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

探究力・論理的思考力・メタ認知力・協働，合意形成意欲・本質を志向

する価値観 

「どんな商品が売れるのかな？」 （調べ方と整理の仕方） 

○ 本単元の本質的な問い 

資料を分類整理したことでみられる，その特徴や傾向は何か。 

○ 学習指導要領 ４年 内容 D 数量関係 

  （４）目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり，特徴を調べたりする

ことができるようにする。 

    ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。 

○ 本単元の目標 
算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解  

身のまわりの事象につい

て問題を見出し，資料を分

類・整理して，表に表そう

とする。 

資料を観点別に整理する

方法を考えたり，表を活用

して問題解決を図ったり

することができる。 

二つの観点から事象を整

理し，表にまとめることが

できる。 

 

資料の分類・整理の仕方

や表のまとめ方がわか

る。 

 

○ ３年「表とグラフ」 学習指導要領 ３年 内容 D 数量関係（３） 
算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解  

表やグラフに整理するこ

とにより資料がわかりや

すくなることを知り，進ん

で使おうとする。 

与えられた資料に対して，

どのような表やグラフで

表すのが適切であるかが

判断できる。 

資料を表やグラフに表す

ことができる。 

表やグラフをみて，資料

のもつ意味が理解でき

る。 

 



(2) 本単元において育成しようとする資質・能力 

資質・能力 下位項目 目標 

スキル 

自分事の問い

追究力 

・身のまわりの事象について問題を見出し，資料を分類・整理して，表に表

し解決できるかどうか，見通しをもって追究しようとする。 

かんがえ力 ・本単元でつけたい数学的な考え方で考え，表現する。 

ふりかえり力 

・資料の分類・整理の仕方の，理解の度合いや努力点を振り返る。 

・資料の分類・整理の仕方の学習の中での，自分の成長や自分にとっての学

びの意味について振り返る。 

意欲・態度 
みんなと解決

したい気持ち 

・友達の説明の分からないところをおたずねしたり，付け足したり修正した

りして相手の発言に関われるところを見付けて，関わろうとする。 

価値観 

倫理観 
するどい目 

・落ちや重なりがないようにするために，資料の読み飛ばしのないように，

数え間違いのない方法を自分なりに考える。 

・資料の分類・整理の仕方の学習が，生活の中でどのように活かせるのか考

える。 

２ 児童観 

(1) 学習内容に対する実態 

本単元の学習を進めるに当たって，既習内容の理解について実態把握をするためのテストをした。 

問題 技能 
知識

理解 

問題別通過人数

(19 人) 

１．ひろとさんのクラスで，給食で出るデザートを調べたら，下の左の

表のようになりました。 

①左の表を整理して，右の表に人数をかきましょう。 

 

 

 

 

 

 

○   

②好きな人がいちばん多かったデザートの種類は何ですか。  ○  

２．右の表は，さくらさんの学校で，９，１０，１１月にけがをした人

の数をけがの種類ごとにまとめた表

です。 

 

①３か月でいちばん多いけがの種類は何

ですか。 

②３か月でいちばんけがが少なかったの

は何月ですか。 

○   



③○あにあてはまる数をかきましょう。 

（省略する。） 

以上の結果から，児童に，①二次元の表の構成とその読み方をとらえさせること，②落ちや重なりがない

ようにするための手立てを行うことが必要であることが明らかになった。 

 (2) 資質・能力に対する実態 

本単元で児童につけたい資質・能力の実態を明らかにするために以下のアンケートを行った。 

資質

能力 
下位項目 アンケート項目 

アンケート結果（４段階） 

とても やや あまり 全然 

スキル 

自分事の問い

追究力 

・授業を受けるとき，「なぜだろう」「やってみたい」と思っていま

す。 
    

かんがえ力 
・授業では，自分の考えと理由を相手に分かりやすくなるように発

表を工夫しています。 
    

ふりかえり力 

・学習の振り返りをするときは，「どこまでわかったか」や「学習の

方法でうまくいったことや失敗したこと」などの理由を考えてい

ます。 

    

意欲 

態度 
みんなと解決

したい気持ち 

・みんなと話し合うとき，反対の意見の人と自分の意見を合わせて，

みんなが納得のいく考えを作ろうとしています。 
    

価値観 

倫理観 
するどい目 

・ふりかえりをするとき，「今まで勉強したことは，こういうことだ

な。」とまとめて考えています。     

資質・能力のスキルに関しては，「なぜだろう」「やってみたい」という思いから，自分事の問いをもっ

て追究している児童が多く，また，相手に分かりやすくなるように自分の考えに理由をつけて発表すること

ができているということが分かった。 

反面，③理解度や学習方法を振り返ること，④勉強したことを自分で意味づけることには，課題がみられ

た。 

３ 指導観 

（１） 児童の実態調査の課題を受けて，次の工夫を行う。 

 実態① 二次元の表の構成とその読み方をとらえること 

①については，表を使ってどのように問題解決をしたのかを説明しあう活動を大切にし，二次            

元の表についての理解を深めさせる。 

実態② 落ちや重なりがないようにすること 

②については，二次元の表をかいたり，読んだりする経験を豊富にさせ，限られた時間の中で，どうす

れば落ちや重なりがないか考えさせ，資料を上から順に整理をする方法がよいことに導く。 

 実態③ 理解度や学習方法を振り返ること 

   ③については，各時間の振り返りで，本時の学習で考えが深まったことや次時に調べてみたいこと，生

活にどのように活かせるかなど視点を与えて振り返りをさせる。また，資質・能力の視点を挙げて，どの

力を使ったのか，どの力が高まりつつあるのかを意識させるようにしたりして振り返るようにさせること

で，児童自身が学習の理解度や学習方法の反省について考えることができるようにする。 

実態④ 勉強したことを自分で意味づけること 

④については，米粉製品の商品化に向けて，大人と子どもの嗜好にちがいがあるかという問題意識をも

たせ，空欄にした二次元表をうめさせ，どの味にすれば売れるか考えさせることで「表をうめるだけでは

なく，うめた後に考えることが大切である」ことに気付かせる。 

（２）研究主題のかかわりから次の工夫を行う。 



①「自分事の問い」をもたせ，追究させるために次の工夫を行う。 

手立て①「自分事の問い」を見付けさせるために次の工夫を行う。 

・児童の身の回りではどうなのかという疑問をもたせる問題提示を仕組む。 

・「やってみたい」という思いをもたせるために，総合的な学習の時間の「米を使った商品作り」と関わ

らせて取り組む。 

手立て②「自分事の問い」を更新し，本質へ向かうために次の工夫を行う。 

・調査の目的意識を明確にし，児童たちが進んで資料を集め，調べたい観点に即して整理・分析し，さら

に資料の特徴や傾向を考察する活動を行う。 

②「学び合い」のある単元展開にするために，次の工夫を行う。 

  手立て③「学び合い」の必要感・切実感をもたせるために次の工夫を行う。 

・どうして落ちや重なりがあるのか原因をつきとめさせる。 

・二次元の表にかいて問題解決しておわりではなく，表を使ってどのように問題解決したかを説明する活

動を重視する。(二次元の表についての理解→空欄の数をどう見つけていったのか筋道立てて説明→論

理的な説明力を身につける→自己実現ができる) 

手立て④「学び合い」の「おたずね」「かかわり」「納得探し」「自分の応え」の過程で次の工夫を行う。 

・友達の説明の分からないところや，どこで友達が困っているのかを「おたずね」して明らかにさせ，そ

の解決について「かかわり」をもたせ，自分や友達が集めた資料で作った表を比較して「納得探し」を

させる。 

４ 単元の評価規準 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解  

○２つの事柄について調べ

る場合の整理の仕方につ

いて自ら取り組もうとし

ている。 

 

○示された条件を二次元

の表に分類・整理して，

問題を解決することが

できている。 

○２つの観点で分類・整理

した表を作ることがで

きている。 

 

○２つの事柄を整

理した表の読み

方が理解できて

いる。 



５ 指導と評価の計画（全５時間） 

課題発見 

解決学習過程 
時 ○学習活動・◆内容 

評   価 

関 考 技 知 評価規準（評価方法） 資質・能力の評価規準（評価方法） 

自分事の問い 

の設定 

自分たちはど

んなけがをし

ているかな。 

情報の収集 

保健室の先生

に聞いて資料

を集めよう 

整理・分析 

どんなところ

でどんなけが

がおおいのか

な？ 

まとめ・創造・

表現 

２つのことが

らを調べる表

に整理すれば

わかりやすい

な。 

実行・ふりかえ

り 

二次元の表の

よさや便利さ

は何に活かせ

るかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

○２つの事柄について調べる場合の整理の仕方

を考えていこう。 

◆２つの事柄について整理した表のよみ方を理

解する。 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

・１つの事柄についてそれぞれ表にまとめる

ことができる。（行動観察・ノート） 

・２つの事柄を整理した表の読み方が理解で

きる。（ノート） 

・２つの事柄について調べる場合の整理の仕

方について自ら取り組もうとしている。（発

言・ノート） 

自分事の問い追究力 

身のまわりの事象について問題を

見出し，資料を分類・整理して，表

に表し解決できるかどうか，見通し

をもって追究しようとする。（ノー

ト） 

２ 

○２つの事柄を調べる表をかこう。 

◆２つの観点について調べ，２次元の表にまとめ

る。 

  ◎ 

 

 

 

 

 

 ・２つの観点で分類・整理した表を作ること

ができる。（ノート） 

 

するどい目 

落ちや重なりがないようにするた

めに，資料の読み飛ばしのないよう

に，数え間違いのない方法を自分な

りに考える。 

（ノート・発言） 

みんなと解決したい気持ち 

友達の説明の分からないところを

おたずねしたり，付け足したり修正

したりして相手の発言に関われる

ところを見付けて，関わろうとす

る。（ノート・行動観察） 

３ 

○自分たちの学校ではどうなのか調べよう。 

◆２つの観点について調べ，２次元の表にまと

め，読み取る。 

  ◎ 

 

 

 

 

○ 

・２つの観点で分類・整理した表を作ること

ができる。（行動観察・ノート） 

・２つの事柄を整理した表の読み方が理解で

きる。（ノート） 

するどい目 

資料の分類・整理の仕方の学習が，

生活の中でどのように活かせるの

か考える。（ノート） 

４ 

○２つの事柄を調べる表に整理して考えよう。 

◆表を用いて２つの観点から分類・整理して問題

を解決し説明する。（本時） 

 

 ◎ 

 

 

 

  ・示された条件を二次元の表に分類・整理し

て，問題を解決することができる。（ノー

ト・行動観察） 

かんがえ力 

示された条件を二次元の表に分

類・整理して，問題を解決すること

ができる。（ノート・行動観察） 

５ 

評価テストと学習の自己評価をする。  ◎  

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

・示された条件を二次元の表に分類・整理し

て，問題を解決することができている。（テ

スト） 

・２つの観点で分類・整理した表を作ること

ができている。（テスト） 

・２つの事柄を整理した表の読み方が理解で

きている。（テスト） 

 

ふりかえり力 

資料の分類・整理の仕方の学習の中

での，自分の成長や自分にとっての学

びの意味について振り返る。（ノー

ト・発言） 

ど
ん
な
け
が
が
多
い
の
か
な
。 

 

ど
ん
な
も
の
が
好
き
か
な
。 



６ 本時の展開 

（１）本時の目標 

・問題に示された条件を，表を用いて２つの観点から分類・整理して解決し，説明することができる。 

（２）学習の展開 

学習

活動 
主な発問と児童の反応予想 

指導上の留意点 

▲児童への支援 

評価基準 

（評価方法） 

１ 

つかむ 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

さぐる 

10 分 

 

 

 

 

３ 

ねりあう 

15 分 

 

 

 

Ｔ：米粉を使った商品のアンケートを

とりましたね。その結果を整理して，

商品作りに活かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：どのように考えればよいですか。 

Ｃ：ピザの方が人気なことが分かりま

す。 

Ｃ：子どもと大人のちがいはすぐには

分かりません。 

Ｃ：表をかいて考えたいです。  

Ｔ：では今日の課題を考えましょう。  

 

 

Ｔ：それでは，表を作って考えてみま

しょう。 

 せんべい ピザ 合計 

４年 ６  ２１ 

先生   １６ 

合計 １３ ２４ ３７ 

 

Ｔ：何人になりましたか。説明をしま 

しょう。 

・先生で米粉せんべいを選んだ人 

 １３－６＝７      ７人  

・４年生で米粉ピザを選んだ人は 4年

生の合計数からせんべいの人数を引

○アンケートの集計をして米粉の商品作

りに活かし，いかに売り上げをあげる

かという目的を想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２つの事柄について調べた前時の学習

が活かせないかどうか気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

▲児童の実態にあわせ，項目や数値を抜

いた表，項目や数値がかいてある表を

用意する。 

 

 

 

 

○表や式を使って，どのように考えたか

を説明させる。 

○式については，数値の意味を明らかに

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 売り上げをあげるためには，表をどうまとめ，どう見たらいいのだろう。 

4年生 21人と先生16人に米粉せんべいと米粉ピザのどちらを商品化してい

くとよいかアンケートをとると，下のような結果になりました。 

米粉せんべいを選んだ人  13 人 

米粉ピザを選んだ人    24 人 

このうち，4 年生で米粉せんべいを選んだ人は５人でした。子どもと大人で

好みのちがいはあるのかな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

まとめる 

3 分 

 

 

 

 

 

５ 

練習 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

ふりかえる 

2 分 

けばよい。 

 ２１－６＝１５    １５人 

・同じように，先生で米粉ピザを選ん

だ人は先生の合計数からせんべいの

人数を引けばよい。 

１６－７＝９      ９人 

・他にもあって，ピザの合計数からピ

ザを選んだ 4年生の人数を引いても

求められる。 

２４－１５＝９     ９人 

Ｔ：今日のまとめをしましょう。では，

どれを売ったらいいのかな。 

Ｃ：表からピザは子どもに人気で，せ

んべいは大人の方に人気だというこ

とが分かる。 

Ｃ：分かっている数を表に整理してい

くと，よく分かった。 

 

 

Ｔ：米粉せんべい（しょうゆ味・ごま

味）と米粉ピザ（おかず味・デザー

ト味）についてどの味が売れるかア

ンケートをとると次のような結果に

なりました。 

 

 

 

 

 

Ｔ：どの味の商品にすれば売れるのか

な？ 

 

Ｔ：今日の学習の振り返りをしましょ

う。分かったこと，がんばったこと

は何ですか。また，今日の学習は，

生活の中でどんなときに使えそうで

すか。 

し，立式のわけを理解しやすくする。 

 

 

 

 

 

 

○違う考え方があれば取り上げ，比較さ

せることで，合計数など分かっている

ことをもとに求めるとよいことの理解

を深めさせる。 

 

○この表から何が分かるかを尋ねること

で表に整理することの良さに気付かせ

る。 

○何をもとにして表に整理していったか

振り返らせ，まとめへつなげる。 

 

 

 

 

 

▲表に整理することが難しい児童には，

まとめに立ち返るよう言葉がけをす

る。 

 

 

 

○商品化に向けて何を作っていけば売れ

るのか，表に整理したことで分かり，

生活に役立つという良さに気付かせ

る。 

○視点を明確にして振り返りを書かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学的な考え方 

かんがえ力 

Ｂ：二次元の表に分

類・整理して分か

ることを説明して

いる。 

Ａ：二次元の表に分

類・整理して分か

ることをもとに，

何を商品化してい

けばよいかを含め

て説明している。 

（ノート・行動観察） 

 

まとめ 表を物ごとだけでなく，人でまとめ，どこが多いかみるとよい。 

おかず味ピザを選んだ人    15 人 

しょうゆ味せんべいを選んだ人 11 人 

おかず味ピザとしょうゆ味せんべいを 

選んだ人           8 人 



 

 

（４）板書計画 

 

 

        

                

                    

                                 

                        

 

 

            

 

 

○か売り上げをあげるためには，表をどうまとめ，どう

見たらいいのだろう。 

○ま表を物ごとだけでなく，人でまとめ，どこが多いかみるとよ

い。 

・１３－６＝７   ７人  

・２１－６＝１５  １５人 

・１６－７＝９   ９人 

・２４－１５＝９  ９人 

 

 せんべい ピザ 合計 

４年 ６  ２１ 

先生   １６ 

合計 １３ ２４ ３７ 

 

4 年生 21 人と先生 16 人に米粉せんべいと米粉ピザのどち

らを商品化していくとよいかアンケートをとると，下のよう

な結果になりました。 

米粉せんべいを選んだ人  13 人 

米粉ピザを選んだ人    24 人 

このうち，4 年生で米粉せんべいを選んだ人は５人でした。

子どもと大人で好みのちがいはあるのかな。 

おかず味ピザを選んだ人    15 人 

しょうゆ味せんべいを選んだ人 11 人 

おかず味ピザとしょうゆ味せんべいを選んだ人 8 人 

どの味の商品にすれば売れるのかな？ 

 

 しょうゆ味 

せんべい 

ごま味 

せんべい 

合計 

おかず味ピザ ８  １５ 

デザート味ピザ    

合計 １１  ２１ 

 


